
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 

 

 

 

 

 ７月２２日から８月２１日まで夏休みになります。２１日の全校朝会で次のような話をしました。 

 

明日から３１日間の夏休みに入ります。 

自分で自由にできる時間が多くなり、楽しみにしていると思います。みなさんの楽しみがさらに広がるよ

うに三つのことをお話します。 

一つ目は、「目標をもつ」ことです。自分でいい目標を決めるとやる気がわきます。自分の好きなこと、興

味のあることについて深く追究してみる。夏休み終りの輝かしい自分を想像してみる。自分にピッタリ合っ

た目標を立て、目標達成に近づいたり、目標が達成できたりした時には本当に楽しいと感じます。 

二つ目は、「記録する」ことです。その日したことや感じたことや考えたことを記録する。たまった記録

は自分の頑張りの証として、自信につながります。新たな課題が見えて、さらなるやる気がわいてきます。

やりがいある楽しみを感じます。 

三つ目は、「健康でいる」ことです。事故にあわない、安全なくらしを。健康であってこそ楽しいのです。 

夏休み中は交通事故にあわないように十分気を付けて、けじめのある生活をするように各学級でも話を

しました。８月２２日の授業再開日にはエネルギーを蓄えたみんなが元気に顔をそろえられるよう願って

います。 

本校では、いじめは大人が気付きにくいものであるという事実を重く受け止め、

「子どもがいじめられたと思えば、いじめである。」を大前提として、「干布小学

校いじめ防止基本方針」を改訂しました。チームで生徒指導に当たり、いじめ防

止対策をすすめています。その一つである本委員会を７月１９日に開催しました。

学校のいじめの現状を報告し、校外委員の方々からは貴重な意見を頂戴しました。 

・学校が忙しすぎる。何かをやめる大英断でカリキュラムを見直す。子供たちが

考えるゆとりを生み出す。活動を振り返り、しっかり育てることに注力を。 

・差別的な言葉、身体的欠陥をバカにする言葉、「死ね」などの暴力的な言葉が使

われている。子供同士が言葉について考え、判断する力の育成が望まれる。 

・保護者アンケートの件数が倍増したのは、保護者が子供をよく見ている証拠。

よくしようとの思いの表れだからこそ、しっかり対応しなくてはならない。 

・学童でも発生する。「互いの話を聞き合い、子供自身が考える」ことを基本に指

導している。学校と保護者も学童も同じ方向で指導する。学校と社会で育てる。 

【６月の「いじめアンケート」児童・保護者についてのご報告】 

いじめにあたる行為をされていると答えた児童は 57 名でした。また、保護者からの訴えは 42 件でした。

これらを貴重な資料として、各担任が個別面談をしました。その上で、いじめの認知は 50 件となり、市教

委へ報告しました。解消は 3 件です。47 件については継続して指導・見守りをしていきます。 
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７月の授業—「学びを広げる時期」の指導 

—— 「何ができるようになるか」学んだことを使って考える —— 

今年度は、夏休み前までに全学級で授業研究会を実施しました。5 月に実施した 2 年生を皮切りに、授

業研究によって、どの学級も開き、学びの基礎づくりを進めました。そして、学んだことを他の学習や生

活に使っていくように、カリキュラムをつなぐよう工夫してきたところです。 

１年「がっこうたんけん かずあてげえむをしよう」生活科で見つけた学校中の「たくさん」の物が一

体いくつなのか、数え方や表し方をどうするといいか考えました。 

２年「長さを使って苗の生長くらべをしよう」生活科で育てている野菜の生長を、分かりやすく記録し

伝えるために、長さの表し方を勉強する必要がありました。収穫したら「夏野菜スパゲティ」に変身。 

３年「あまりはどうする？」３年で勉強した割算で、様々な場面で物を分けると、きっぱり割り切れな

いことが多いもの。その余ったものをどうするか考えました。その力を畑での野菜の作付に生かします。 

４年「四角形を組み合わせて『エコパズル』を作ろう」旅館でよく見

かけるタングラムに興味津々の４年生は、様々な四角形の構造を調べ、

パズルの自作に挑戦しました。社会の環境（ごみの減量・再利用）の貢

献法にも役立てました。 

５年「ペットボトルキャップで、世界の子供たちにポリオワクチンを

おくろう」児童会環境委員会の呼びかけで集めている「ＰＢＣ」500 個

で 1 人分のワクチンがおくれる。たくさん集まったＰＢＣでいったい何

人にワクチンがおくれるのか。比例の考え方で明らかにできそうではと

勉強を進めました。 

６年「そろえよう、味・色・形」我が家ならではのおいしい味付け、

絵の具の色付け、黄金比などの美しい形等、身の回りは物の関係を数値

の利用で分かりやすく表している物があふれている。その関係を調べ、

表し方を考える。最高の味のカルピスやゼリーを実際に再現してみる。

もちろん味わって確かめました。 

なかよし「１年生が笑顔になれるようななかよしパーティーをしよう」学級の１年生が好きな果物いっ

ぱいのフルーチェづくり。あらら、缶詰に入っていたサクランボは１つだけ。さらに、盛り切れないモモ

やパイナップルはどうするか。物を分ける行為は、目的意識、平等、思いやり、コミュニケーション、自

尊心などを考えさせる原点であることが分かりました。 

新しい課題に出会った時、今までの既習経験を頼りに考えることは、日常生活でもよく行うことです。

学習したことは、実生活で使えてこそ確かな学力として身に付きます。論理的に物事を見て、考える力を

必要とする算数科を窓口として、算数の内容を学ぶと、「何ができるようになるか」をはっきりさせて、他

教科の学習や行事と意識的につなぐ学校生活づくりを、今後も一層充実させていきます。 

８月の予定 

３日（木）プール開放 図書貸出 

１４日（月）～１５日（火）学校閉庁 

１７日（木）プール開放 

１８日（金）プール開放 

２１日（月）職員会議・安全点検 

２２日（火）授業再開 全校朝会 

      給食開始 学校保健委員会 

発育測定（低）委員会活動 

２３日（水）発育測定(高) 

      さわやか週間②～２９日 

２４日（木）校内水泳記録会 

      夏休み作品展～２９日 

２５日（金）クラブ活動 

２７日（日）ＰＴＡ奉仕作業 

２８日（月）代表委員会 すもう練習 

２９日（火）全校朝会 

３１日（水）２年校外学習 

3･4 年生代表がんばる 

地区交通安全大会 

 

 

 

 

 

３・４年生が、６年生にならい、地区のたくさんの

皆さんに自分の標語について説明をしました!! 

４年四角形の学習場面と完成したパズル 



 


